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令和4年台風15号災害における中・長期支援とその課題

復旧・復興に向けた段階と⽀援活動の動向

「みんなの居場所ふらっと」ひなまつり餅つき（ 2023年3⽉）

初期
・避難
・断⽔被害
→給⽔⽀援、風呂や
トイレの⽀援
→物資⽀援

中期
・浸⽔・⼟砂被害の復旧
（災害廃棄物への対応）
・住宅修繕
・仮の住宅での避難⽣活
（⺠間借り上げ住宅・公営住
宅等）

⻑期
・こころの復興
・コミュニティ⽀援
・制度利⽤の⽀援
（相談、情報提供）

・新規ニーズ受付
・今後来る災害への備え

2023年9⽉〜10⽉ 2022年10⽉〜2023年3⽉ 2023年4⽉〜現在

2023年3⽉末
静岡市災害VC
閉所（通常の
VCへ移⾏）

2022年10⽉
6⽇断⽔解消

静岡新聞2022年9⽉25⽇「静岡市清⽔区５万５千世帯断⽔
給⽔に⻑蛇の列 台風１５号影響」

技術系ボランティアによる床下作業（排⽔・
乾燥）と床の張替（ 2022年11⽉）

静岡市の復旧・復興⽀援の動き（筆者作成）

災害ボランティアセンター
（VC）の設置 静岡市地域⽀え合い

センターの設置

みんなの居場所
「ふらっと」の開所

2022.122022.9 2023.1発災

しぞ〜か・まめっ隊

2023.3

県・市の社会福祉協議会

災害系のNPO・NGO
技術系ボランティア

⾏政

市⺠ボランティアに
よるグループ形成

2023.10.23
被災者⽣活再建⽀援制度
申請期間終了（予定）災害救助法適⽤（2022.9.24）

通常の社協VCへ

個別訪問による被害調査（ 2022.11~12)
被災エリア悉皆調査： 13943世帯

・静岡市から静岡市社会
福祉協議会への委託業務
・主な対象者：仮設住宅
等への避難を余儀なくさ
れた住⺠（ただし実際に
は在宅避難も）
・仮住まい、引っ越しの
相談、⽣活再建に関する
情報提供と相談

・静岡市社会福祉協議会によ
り、各区に設置
・⼀般ボランティアの募集・
コーディネート
・ボランティアによる復旧・
復興作業

静岡県ボランティア協会

初期は県内外社協からの応援派遣

静岡市への被災者⽣活再建⽀
援法適⽤決定（2022.10.11）

被災エリア内部の活動拠点

順次サテライト撤収

清⽔区における⻑期的な復興⽀援の体制（2023年8⽉現在）

みんなの居場所
ふらっと

静岡市地域⽀え
合いセンター

しぞ〜か・
まめっ隊

弁護⼠・建築⼠
などの専門家被災者・

被災エリア

・個別の⽣活再建⽀援
・関係諸機関につなぐ⽀援

・法制度の利⽤相談
・必要に応じた現地調査

・技術系ボランティア
・⾜湯やサロン活動も

静岡市が静岡市社会福祉協議会へ委託

・地域のなかで「ふらっと」
⽴ち寄れる場づくり
・こころの復興

中学⽣から⼤⼈まで様々な
年齢層の市⺠ボランティア

静岡県ボランティア協会・
NPOや市⺠団体による共同運営

社会福祉協議会
ボランティアセンター

⾏政

相互に情報共有、連携

まとめ

清⽔区の被害と復旧・復興の状況
・浸⽔被害により、2023年9⽉〜3⽉は住宅修繕等のニーズが多く寄せられた
・現在は住宅修繕等のニーズは落ち着いてきたが、後からも出ている
→「⾒えない被害」「⾒えにくい被害」としての⽔害被害

中⻑期⽀援の体制
・静岡市においては、みんなの居場所ふらっと／静岡市地域⽀え合いセンター
／しぞ〜か・まめっ隊をはじめとする市⺠ボランティアといった多様な主体
→⾏政・⺠間・専門家・市⺠ボランティア・住⺠の共同

今後に向けて…
・その後…令和5年台風2号（2023年6⽉）の発⽣
→地域のなかに、共に⽀え合う関係性があること、つくっていくこと

災害⽀援拠点「みんなの居場所 ふらっと」

・2022年12⽉18⽇、元・秋⽉堂天王町店（台風15号被害により閉店）で
「みんなの居場所 ふらっと」を⽴ち上げ
・中⻑期⽀援、被災エリア住⺠の⽅々への場づくり、ボランティアの拠点
・運営主体：静岡県ボランティア協会、NPO等の市⺠団体（清⽔災害ボランティアネット
ワーク、災害対応NPO MFＰ、しぞ〜か・まめっ隊）（⽇本財団による⽀援）

2023年3⽉のひなまつりイベント 移転後のふらっとふらっとのチラシ

静岡市清⽔区の被害の概況
清⽔区内で住宅への被害が⾒られたエリア：巴川流域（浸⽔被害）と⼭⼿（⼟砂被害）

出典：静岡市「台風第15号に係る災害対応検証最終報告」（令和5年3⽉）

静岡市清⽔区の被害の概況

清⽔区では、特に⾼部・⾼部東・飯⽥学区で浸⽔被害が多くみられた

台風時の清⽔区柏尾（⾼部学区）
の住宅内の様⼦（住⺠提供）

2022年9⽉27⽇清⽔第六中学校付近
（住⺠提供）

2022年9⽉27⽇⽯川本町エムエ
ムフーズ付近（住⺠提供）

はじめに：報告のねらい

・令和4年台風15号は静岡市に⼤きな被害をもたらし、浸⽔被害、断⽔被害、
⼟砂崩れの被害により避難⽣活を余儀なくされた⽅も少なくない

・⼀⽅、断⽔復旧（2022年10⽉）後も、浸⽔被害の復旧・復興作業やこころの
ケアなど被災された⽅々に向けた⽀援が継続的になされている

・静岡⼤学情報学部学⽣有志は、特に⼤きな被害を受けた清⽔区において
初期の復旧⽀援から、災害⽀援拠点「ふらっと」で中・⻑期⽀援として
被災エリアのこどもたちの居場所づくりなどの活動を⾏ってきた

・本報告では、そうした活動を通じて⾒えてきた地域の現状から、
台風被害から1年弱経過した現在、中⻑期的な復興課題は何かを考える

ふらっとでの活動事例：⽇常的な地域の居場所づくり

・被災エリアの⼈々が集える場づくり（喫茶ふらっと、⾜湯カフェ…）
・災害ボランティアと住⺠の⽅々、住⺠同⼠の交流
・静岡⼤学学⽣有志を中⼼に「学習⽀援活動」（2023年2⽉〜7⽉）
→地域のなかに「安⼼できる場」「困ったときに頼れる場」をつくる

⼤学⽣による学習⽀援活動の様⼦


